









































































































































保護観察所 18 26 19
家庭裁判所 3 6 0
児童自立支援施設 9 11 12
児童相談所 6 6 2
学校関係 4 8 4
その他 5 4 1




15歳未満 16 3 1
15歳～18歳 14 33 18
19歳～20歳 5 10 10





　 平成21年度 平成22年度 平成23年度
少女 22 24 15









































































































































番号 連盟・地区会 活動名 活動内容 対象
1 札幌BBS連盟小樽BBS会
人力車で小樽の歴史を
知ろう
「社会を明るくする運動」の一環として、小
学生が人力車に乗り見学しながら、歴史を学
び、子供達どうしの交流とともに、郷土への
関心を深める。
小学生
2 青森県BBS連盟
夏の大冒険！！～自然
とのふれあい、友達と
の輪～
青森県のこどもたちに世界遺産の白神山地を
知ってもらい、さらには、異なる地域の子ど
もや大学生との交流を通して、自分自身の成
長の糧としてもらうため、キャンプを計画。
こどもたち
3
青森県BBS連盟
弘前大学
teens＆law BBS会
学習支援ボランティア
「サタディ☆くらぶ」
子どもの家庭環境で進路等が左右されること
なく、すべての子どもが将来に希望を持てる
よう、ひとり親家庭の子どもの自立を支援す
るため、学生ボランティアによる学習支援活
動を行う。
ひとり親家庭
の子ども
4 神奈川県BBS連盟平塚地区BBS会 グループワーク
神奈川大学湘南平塚キャンパスの体育館に
て、平塚地区保護司・平塚地区更生保護女性
会の方々と対象少年と共にスポーツレクリ
エーションを行う。
対象少年
5 神奈川県BBS連盟茅ヶ崎地区BBS会 こども×地域×写真
茅ヶ崎市の特徴やイベントなど、テーマに
沿った写真を季節ごとに子ども達が撮り、私
たちの暮らす地域を自らの目線で写真に収め
る。四季の写真を収集・製本化し、配布や展
示を計画。
子ども達
6 福井県BBS連盟福井地区BBS会
ふれ愛の子どもたちと
カヌーポロあわらカッ
プに出よう！
児童養護施設「ふれ愛園」の子どもたちとカ
ヌーポロの大会あわらカップに参加し、競技
を通して子どもたちと会員との交流を深め
る。
子どもたち
7 愛知県BBS連盟豊田市BBS会
みんなで自分磨きを楽
しもう！
保護観察対象者に調理や様々な物づくりを通
して人とかかわることの楽しさを知ってもら
い、１回は市内にある更生保護施設へ対象者
と共に差し入れをし社会貢献の喜びを感じて
もらう。
保護観察対
象者
8 岐阜県BBS連盟加茂BBS会
第３回自然と親しむ
「米づくり」（複数年実
施3年目）
豊かな自然環境や文化・歴史を背景に農業体
験を通じて、子どもたちに自然と直接ふれあ
うすばらしさや命の大切さを実感してもらい
心豊かな心を育てる。また、保護観察対象少
年等の社会参加活動の場にもしていきたい。
子どもたち
9 滋賀県BBS連盟 八幡ふれ愛kids（複数年２年目）
「八幡ふれ愛kids」との名称のもと近江八幡
地域の子どもたちの学習支援やレクリエー
ションを通して交流を図る。
子どもたち
10 山口県BBS連盟 山口こども維新（複数年２年目）
豊かな自然と、日常とは異なる環境で頭と体
と心を使う体験を通し、子どもたちの意欲改
革を図り社会の一員としての意識を育むこと
により子ども達の健全育成の一翼を担う。
子どもたち
11 徳島県BBS連盟
地域探索！保育所園児
と一緒に（複数年実施
３年目）
保育園児とBBS会員がさつまいもの植え付
けから収穫まで体験すると共に工作やゲーム
を通じ交流を図る。また、他のボランティア
団体との交流やBBs活動の普及PRを図る。
保育園児
12 徳島文理大学BBS会鳴門教育大学BBS会
元気な子どもたちと一
緒に（児童養護施設の
子ども達との交流）
養護施設の子どもたち・BBS会員・地域の
方々・施設職員等が協力し、５月は模擬店を
設置しての「まつり」、12月は「お餅つき」
を実施し地域社会との交流を図る。
養護施設の
子どもたち
13 佐賀県BBS会佐賀大学BBS会
少年ボランティア探検
隊
小学生と共に「ボランティアについて考えよ
う」から始まり、ボランティア体験・もの作
り体験など各種イベントを行い交流を図る。
小学生
（注） 公益財団法人日立みらい財団の、平成26年度事業報告（自　平成26年4月1日　至　平成27年３月31日）２～
３頁から、字句などを変えずそのまま引用している。ただし、対象の列だけは活動内容の字句を「そのまま
用いて」筆者が追加作成した。
－ 48 －
４．コミュニティ形成
BBS活動の主体は、少年との「ともだち活動」など同じ目線に立つボラン
ティア活動であるため、大学生・短大生・専門学校生をはじめとした若年層
が主体とされている。そのため、BBS活動の現状について理解するためには、
若年層が置かれている社会環境を理解する必要がある。近年における若者を取
り巻く環境では、グローバル化にともなう社会環境の複雑化や変化の速さなど
に対応する、問題解決能力とコミュニケーション能力が強く求められるように
なった。若年層が社会参画する準備教育は、戦後から昭和末期にかけ比較的緩
やかに高等教育に求められ、平成以降は高等教育機関にキャリア教育という概
念も誕生した。地域や社会の課題に対して、体験や経験を積み重ねつつ解決策
を見出すOJT型訓練だけではなく、PBL型学習など新たな試みが多くの大学
で導入されるようになった22。つまり学生のおかれた学習環境が、複合的な社
会問題に対処するための思考能力を育む、ポスト近代化能力の涵養に特徴づけ
られてきたのである。経済成長が右肩上がりであれば、豊富な財源による「安
定社会」が実現できるのであろうが、地域社会の問題も含め産学連携などを通
して課題解決する試みが増えてきたのである。
BBS運動の「ともだち活動」は、どのような内容を実施したかという面よ
りも、何件の活動実績があったかという業績面が注目され、活動数の減少が
BBS会の活動意欲の衰えと結び付けられる危険性を孕んでいた。実績主義は
客観的な証拠でもあり、能力主義がもっていた手続的な公正さを強化させるも
のだが、場面ごとにおける機能的な有効性だけ突出させる危険性も知らなけれ
ばならない。むしろBBS活動は柔軟な専門性をもち、他分野への応用可能性
と発展性をもって、「ともだち活動」を繰り広げる時代に入ったともいえるの
ではないだろうか。なぜならば、若年層の置かれた社会環境が「垂直軸（深
さ）」と「水平軸（広さ）」を求められてきたからなのである。それに関連して
注視すべきことが、「何」（あるいは「誰」）のための活動や能力開発なのかと
いう点である。企業社会や公的な社会において、「個人」つまりボランティア
の主体者の尊厳を守り、そこに集う人々の人生を豊かにする形に向けた能力形
成は可能であろうか。また、その際にどうすれば、能力評価や能力形成におけ
－ 49 －
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る公正さと公共性を担保することができるだろうか。この点を深化させるため
には、信頼・規範・ネットワークこそが市民社会を強化するという、従来型の
活動を支えてきたモデルでは説明しきれないところまで来ていると考えられ
る。人々を空間的・時間的につなぎとめておくためには、若年層が社会に直面
する課題に取り組む方法の検証と共に、その取り組みの評価システムも求めら
れるのではなかろうか。例えば、ボランティア活動の推進という施策の場合に、
ラーニング・アウトカムを重視するという方法もある23。これが、プルデュー
（1991）がいうソーシャル・キャピタルへの転換と符合し、新しい社会関係資
本の形成へと結びついていくと思われる。
５．おわりに
本稿では、BBS運度とよばれる更生保護活動ボランティアが、どのような
社会資本関係を形成するか、活動主体者である若年層が置かれた社会環境も考
察に取り込むことにあった。またBBS運動の成果に対して、ニュー・パブリッ
ク・マネジメントの手法を導入した、新しいソーシャル・キャピタルへの転換
を考えるところにあった24。
「ともだち活動」に参画する主体者は、ボランティア活動に参画する若年層
が中心であり、対象者となる少年は準市場の視点を導入するならば利用者とい
う立場になるだろう。利用者（対象者）という立場で見るならば、供給者（主
体者）を選択する情報を得ることや、供給者の質を判断し選択することも考
えられる。「ともだち活動」では、情報の供給者は保護管観察所や施設関係者
など閉ざされた機関であり、供給者の質や内容を判断することは事前にできな
い。閉ざされた関係性のもとで、活動内容が一概にわからないという閉鎖的な
情報系では、活動内容が評価されるものであったかが特定できず、結果的に
「ともだち活動」の実施回数そのものに評価が求められがちになる。また応答
性という面においても、利用者のニーズや要求に応答するシステムが存在して
いない。なぜならば、更生保護のボランティア活動のプログラム内容は、どの
対象少年に対しても悪い内容ではないという前提であるからだ。つまり大前提
として、供給者は利用者のニーズや要求に応答する仕組みがなく、活動提供者
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の圧倒的な優位な立場が変わっていないのである。
もちろん、準市場のような自由競争の原理を更生保護へ導入する問題もあ
り、この仕組み自体が成り立たないのかもしれない。しかしながら、戦後から
続くBBS運動の「活動内容」がどのように移り変わり、現代までどのように
改善されてきたかを可視化する必要が生じているのであろう。また公平性とい
う観点から、BBS会の活動内容がどの地域や学校区においても、均一化され
た内容であることが求められるだろう。そのためには、研修制度や研修内容な
どを隣接領域のボランティア団体と合同で実施するなど、汎用性の拡張に努め
ることも重要であろう。なぜならば、熱心な一部の会員や活動家が卒業などで
退会すると、特に学校区BBS会では活動が不活発になり休会に陥りやすい傾
向にあるからだ。活動にかかわる情報を外部化することにより、会員間の交流
や移動などが促されモデルケースの伝承も容易になる。このような汎用性の拡
張により、ボランティア団体の発展や収束を自由に促し、団体の消滅を防止す
ることも可能とさせる。「ともだち活動」だけを過大解釈せず、汎用的なモデ
ルケースを蓄積してきた日立みらい財団の助成は、地域自治体の参画も今後促
されるべきであろう。さらに、協力雇用主がかかわる企業を中心に、助成金事
業として自治体が後押ししたモデルケースを形成することも必要だろう。地域
社会や自治体と、保護観察所や保護司会や更生保護団体が連携して、現代の若
者が運営するBBS運動への助成や寄附を促進することが、新しい更生保護運
動への指標づくりへ連接することも考えられる。本稿では、新たな視点を今ま
でのBBS運動の課題研究を踏まえながら付け加え、将来への更生保護ボラン
ティア活動への提案としたい。
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